
数学

B4⑶

「条件を保ったまま図形の形を変えて，変わらない性質を見いだそう」
～証明した事柄を用いて，新たな性質を見いだし発展的に考える～

　図形の性質を考察する場面では，筋道を立てて考え証明することや条件を保ったまま図形の形を変えても成り立つ
事柄を見いだすことが大切です。そこで，本アイディア例では，正三角形において条件を保ったまま図形の形を変え
ても成り立つ事柄を見いだし，正三角形で成り立つ事柄が正方形でも同様に成り立つかどうか考えることができるよ
うにする指導事例を紹介します。

Ⅰ·Ⅱ
T Y P E

右の図の正三角形ＡＢＣの辺ＢＣ，ＣＡ上にＢＰ＝ＣＱとなる点Ｐ，Ｑをそれぞれとり，
線分ＡＰと線分ＢＱの交点をＲとすると，∠ＢＡＰ＝∠ＣＢＱとなる。

１．正三角形において条件を保ったまま図形の形を変えながら観察し，変わらない性質を予想する。

∠ＢＡＰと∠ＣＢＱの大きさは大きくなっていくね。

ＡＰとＢＱの長さも変わっていくよ。

どうして変わらないといえるの。

それは，△ＡＢＰと△ＢＣＱが合同だからだね。

∠ＢＲＰの大きさは変わると思うよ。

私がかいた図では，∠ＢＲＰを測ったら 60°だった。

変わらないのではないかな。

でも，ＡＰ＝ＢＱは変わらないね。

∠ＡＰＢと∠ＢＱＣはいつでも等しいね。

段々と大きくなりそうだね。

僕がかいた図でも，60°だったよ。

前の時間に , △ＡＢＰ≡△ＢＣＱとなることから ,
∠ＢＡＰ＝∠ＣＢＱとなることを証明しましたね。
今日は，ＢＰ＝ＣＱの関係を保ったまま，点Ｐと点Ｑを動かしたとき，
どのようなことがいえそうか考えてみましょう。

それでは，実際に図をかいて
∠ＢＲＰの大きさを測ってみましょう。

みんなが作図したどの図でも∠ＢＲＰの大きさを測っても，その大きさは 60°になっていたね。
そうすると，∠ＢＲＰの大きさは変わらず一定になるのかな。

点Ｒは動いても，∠ＢＲＰと
∠ＱＲＡは対頂角だから等しいね。

ポイント

前の時間に証明したこと

〈前時の振り返り〉

〈本時〉

＜変わる＞ ＜変わらない＞

∠ＢＡＰの大きさ 
∠ＣＢＱの大きさ ∠ＢＡＰ＝∠ＣＢＱ

ＡＰの長さ
ＢＱの長さ ＡＰ＝ＢＱ

∠ＡＰＢの大きさ
∠ＢＱＣの大きさ ∠ＡＰＢ＝∠ＢＱＣ

∠ＢＲＰ＝∠ＱＲＡ
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B4　筋道を立てて証明し，証明を振り返って考えること（正三角形）

B 4⑶　正答率 44.9 %　　　
　点Ｄと点ＥをＢＤ＝ＣＥの関係を保ったまま動かしたとき，∠ＢＦＤの大きさ
について正しい記述を選ぶ。

課題の見られた問題の概要と結果

〔第２学年〕
 Ｂ　図形　⑴ ア，⑵ ウ

学習指導要領における領域・内容

参照▶「平成 29 年度　報告書　中学校　数学」 P.134 ～ P.139，　「平成 29 年度　解説資料　中学校　数学」 P.115 ～ P.120

２．予想した事柄が成り立つかどうか考える。

３．「∠ＢＲＰの大きさが一定である」ことの証明を振り返り，条件を変えて考える。

一定になるのでは。

「∠ＢＲＰの大きさが一定である」と予想したことが，
いつでも成り立つことを証明してみましょう。

「ＢＰ＝ＣＱを保ったまま，点Ｐと点Ｑを動かしたとき，
∠ＢＲＰの大きさは一定である」ことが証明できました。

正方形の場合でも，∠ＢＲＰの大きさは一定になるのでしょうか。
このことについてレポートにまとめてみましょう。

証明から正三角形で「∠ＢＲＰの大きさが一定である」ことが成り立つことがわかりました。
さて，正方形に変えて正三角形のときと同じように点を結んで考えてみた場合，
∠ＢＲＰの大きさについて同じようなことがいえるでしょうか。正方形の図をみてみましょう。

∠ＢＲＰの大きさは
∠ＡＢＣの大きさに
等しいことがわかるね。

正三角形だったから一定になった。
正方形だと一定にならないのではないかな。

点Ｐと点Ｑを動かしてみると∠ＢＲＰの
大きさは変わらないようにみえるね。

この場合も△ＡＢＰと△ＢＣＱは
合同になるね。

正三角形だったから，
60°だったんだ。

∠ＢＲＰの大きさは一定になりそう。
正方形だから 90°になるのかな。

証明をかいてみたよ。

ということは，
ＢＰの長さに関わらず，
∠ＢＲＰの大きさは
一定になるといえるね。

ポイント

ポイント

  本授業アイディア例     活用のポイント !
● 　条件を保ったまま図形の形を変えて観察したり，複数の図形の辺の長さや角の大きさを実測したりすることで，成り立

つ事柄を予想することが大切である。その際，コンピュータを利用することも考えられる。
● 　正三角形で成り立つ事柄が正方形の場合でも成り立つかどうか考え，それを説明する場面を設定することが大切である。

その際，レポートなどにまとめることも考えられる。
● 　正三角形や正方形で成り立つ事柄について証明を振り返ることで，証明に欠かせない条件や性質が明らかになり，それ

らを満たせば図形を変えても同じ結論が導かれることを確認することも考えられる。

∠ＢＡＲ＝∠ＣＢＲだから
∠ＢＲＰ＝∠ＢＡＲ＋∠ＡＢＲ
　　　 ＝∠ＣＢＲ＋∠ＡＢＲ
　　　 ＝∠ＡＢＣ
　　　　　60°

　　　∠ＢＲＰの大きさは
　　　60°で一定となる。

A

B P

R
Q

C

R

A
A

B BP

R
RQ

Q

P

D

C C

A
A

B BP

R
RQ

Q

P

D

C C

12




